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Abstract:  The Conventional IT (Information Technology) education in the Graduate School of Social Sciences is “Word and Excel

t r a i n i n g”.  The conventional approach is insufficient, however, because the students do not learn (1) how to find a real world

problem, and (2) how to apply IT to resolve that problem.  To achieve these goals, this paper proposes a participation approach in the

development of practical systems. In the course adopting this approach, social science students develop a real application system on

their own using the eXtensible Markup Language (XML) and the eXtensible Stylesheet Language (XSLT).  XML and XSLT are easy

to understand even for a student who has no programming skill.  With this course, the students can learn the impact of IT and the

importance of business process re-engineering through system implementation.
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１．はじめに
雑誌等では，毎日のように｢ I T革命｣議論が盛んであ

る． I Tを活用し，｢公共・企業活動をいかに見直し

（BPR: Business Process Re-engineering，業務の全面的な

見直し），いかなる価値を生み出すか｣を我々は問われ

ている．

上記の要請は，文系修士課程においても，I T教育カ

リキュラム策定上，課題となる．文系院生の場合，技

術知識のみを習得させても意味がない．将来，業務担

当者として，｢ I T導入の価値を考える｣ことが要求され

るからである．

上記への一つの回答として，実用システムを文系院

生自身が設計・構築し，そのプロセスを通じて，I T導

入の意義や，システム開発過程を学ぶアプローチを試

みた．2 0 0 0年度は，毎日新聞社京都支局のホームペー

ジ（以下，H Pとする）自動生成システムを開発した．

文系院生による実用システム開発は，無謀とも見え

る．しかし，工学部院生では，開発に特段の工学的新

規性を持たないため参加が難しいが，文系であれば，

実用システムであっても業務自体を研究対象とするこ

とができ，院生の参加が可能である．

システム化にあたっては，B2B(Business to Business:

企業間取引)のデータ表現形式として注目されている

XML(eXtensible Markup Language)[ 1 ] [ 2 ] [ 3 ]を採用した．X M L

は，今後のI T応用の中核をなすと考えられ，広く活用

が始まっている．I Tの本質を理解する上で，優れた教

材と考えたからである．
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研究ノート

２．演習の目的
演習の目的として，以下の３点を院生に理解しても

らうこととした．

①　社会・企業にいかなる「価値」を与え得るかが本

質である．ただし，技術を理解せずに価値を論じて

も意味はない．技術を理解した上で，それを生かし

て価値を生み出すところに妙味がある．

②　I Tシステムの仕様は，最初から見えているわけで

はない．分析・議論を通して方向付けられる．その

プロセスでは，種々の立場や価値観が拮抗する．要

求分析法，UML(Unified Modeling Language: システム

の仕様を表記するための国際規格．種々の記述法を

定義している)[ 5 ]等の仕様記述手法の意義も，それ

らのプロセスを見れば理解できる．

③　社会に価値を与えるシステムは，（当初，消極的

意見が受け入れ側にあっても），議論を続ける中で，

社会の側から門戸が開く．社会が必要としないシス

テムの門戸は開かない．

院生が上記を実感できる内容としたい．そのため，

座学や，｢ T O Yプログラム｣開発では意義は薄い(注１)．何

より，実際のシステムを開発してもらうOJT(On the Job

T r a i n i n g )方式が最適と考えた．

ただし，文系大学院では，学生のプログラミング技

術には限界がある．情報工学系院生には太刀打ちでき

ない．しかし，幸いにして，多くの実用システムは，

工学的新規性は必須ではない．むしろ，要求分析，仕

様制定，関係者への根回し，上部の説得，調整等が主

体となる．ここに，文系院生がチャレンジする機会が

ある．
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図１「京都えぶりでぃ」トップページ（院生のデザイン） 図２　システムのブロックダイヤプログラム

３．具体的取り組み
実システム開発であるから，一定量の工学的知識は

必要である．また，初歩的なスキルでプログラミング

可能であり，しかも，I Tの本質を反映したプログラミ

ング手法が必要である．我々は，X M L，X S L T，およ

びB X Sにその可能性を見出した．

（1）X M L
XML(eXtensible Markup Language)はS G M L ( S t a n d a r d

Generalized Markup Language)のS u b s e tであり，タグによ

って識別された要素の集合としてデータを表現するデ

ータ表現言語である．

・S G M Lであるので，いったん，入力したデータを

種々の場面で活用できる．

・システムを開発するためのツールが安価，または，

無料で入手できる．

等の特徴があり，今日，B 2 Bの電子商取引を支える基

本技術として広く普及が始まっている(注２)．

（2）X S L T
XSLT(eXtensible Stylesheet Language Transformation)は，

X M L形式のデータを他X M L形式に変換するスタイルシ

ート言語である．例えば，X M L形式のデータをH T M L

形式に変換できる．ただし，W3C(The World Wide Web

C o n s o r t i u m )[ 3 ]の規定によるX S L Tは，本来，X M Lから

X M Lへの変換に主眼をおいているため，入力と出力の

シンタックスギャップが小さいときには有効である

が，少し込み入った処理を行う場合には，必ずしも適

切とは言えない．これを補うべく使用したのが，次に

述べるBXS(Baykit XML Server)である．

（3）B X S（Baykit XML Server）
X S L Tの限界を補うためには，J A V AのX M Lアプリケ

ーションインタフェースであるD O M，あるいは，フリ

ーソフトであるDBMS(Data Base Management System)

「P o s t g r e S Q L [ 7 ]」とスクリプト言語P H P ( H y p e r T e x t

P r o c e s s o r )[ 8 ]の組み合わせ等がよく知られている．しか

し，文系研究科では，もともと，コンピュータやプロ

グラミング言語に対する学生のスキルがなく，D B M S

ソフトのインストールやD O Mインタフェース（ X M L

をプログラム中で操作するための言語仕様）を短期間

に理解することは困難である．

これに対して，我が国で独自に開発されているフリ

ーソフトウェアであるBaykit XML Server(BXS)に注目し

た．B X Sは，基本的にはC o c o o n等のフリーソフトを統

合して利用を容易にしたパッケージであるが，特に

Xi(eXtend It!)と呼ぶ独自の言語を用いてX S L Tの機能を

拡張している．文系院生であっても，これであれば比

較的短期間にマスターできるため，このB X Sをシステ

ム開発に際しては取り入れることとした．

（4）演習の進め方
本演習は秋学期に実施している．2 0 0 0年度は，毎日

新聞社京都支局の催し物（イベント）の一覧を表示す

るホームページを，自動生成するシステムを開発した．

ただし，実システムを開発する以上，カリキュラム上

の日程である1 5コマでは無理があり，７月から夏休み

返上でプロジェクトを開始した．週数回程度のミーテ

ィングと，メーリングリストによる議論を中心として，

①ホームページのコンセプト設定，②業務の分析・見

直し，③X M Lの仕様策定，④プログラム基本仕様書，

詳細設計書の作成，⑤X M Lデータ投入プログラムの作

成，⑥ホームページ生成プログラムの作成，⑦テスト，

導入等を行った．

図１は，本システムにより，日々，自動生成されて

いる毎日新聞京都支局のホームページ[ 9 ]のトップペー

ジである．このトップページ自体が参加した院生のデ

ザインである．このトップページの「イベント」をク

リックすると，イベント一覧画面（次ページ図３の左）

に飛ぶ．このイベント一覧画面の特定のイベントをク

リックすると，さらに，イベントの詳細情報画面（図

３の右に例を示した）に飛ぶ．これらの画面は，X M L

形式の記事データから自動生成されている．

具体的には，本システムは，①W e bベースのユーザ

ーインタフェースによって，イベントデータを投入す

ることにより，X M Lデータを出力，②当該X M Lデータ

から，毎日新聞社の社内システムに合致した原稿デー

タを生成，③当該X M Lデータから，ホームページのイ

ベント一覧や，イベントの詳細画面を，毎日，自動的

に生成，といった一連の機能を，X M Lをデータベース

として実行している．これにより，毎日新聞京都面に

掲載されているイベント情報を，各日ごとに，利用者

に分かりやすく表示している．

図２には，システム構成をブロック図で示した．
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図３　X M Lから自動生成された画面（左：イベントの一覧，右：イベントの詳細情報）

X S L Tによるコーディングは，ステップ換算すること

は難しいが，システム全体で約３K l i n eである．大規模

なシステムではない．ただし，データ投入部分につい

ては，Java Scriptを用いている部分がある．この程度の

サイズで上記の機能が発揮できるところに，X M L，

X S L T，B X Sの教材としての利点がある．

なお，今回の毎日新聞社のシステムでは適用してい

ないが，システムの仕様検討の段階では，U M L[ 5 ]の適

用も効果的と考えている．U M Lのすべてを院生に短期

間に習得してもらうことは不可能であるが，ユースケ

ース図（システムを取り巻く環境やシステムの機能を

図で表現する）[ 5 ]はなじみやすく，液晶プロジェクター

によってU M Lを表示しながら皆で議論する等のアプロ

ーチが効果的であったという経験も，別のプロジェク

トでは持っている．

４．成功の要件
今回の実践から，この種の演習を成功させるために

は，以下の二人のリーダーが必須であると強く感じた．

・トッププログラマ：プログラムスキル，S E経験を

十分に持った一流プログラマ

・プロデューサ：業務主幹の立場から，プロジェクト

自体の成立に情熱を持った担当者

プログラムスキル向上には，徒弟的な指導が必要で

ある．院生は，トッププログラマから，その価値観，

仕事の進め方，プログラムスキルを習得する．

一方，本プロジェクトでは，相手企業・団体には認

知されていない形でスタートせざるを得ない．予算も

付かないボランティアプロジェクトである．相手企

業・団体上部への説明，外部状況変化から来る仕様の

見直しが何回も必要である．

上記の｢かっこわるい｣プロセスこそを，むしろ，院

生に見せたかった．

①現実の社会が，一見，動かないように見えて，担

当者の一人称の情熱により動くこと，

②社会に価値があるシステムであれば，社会の側か

ら門戸が開くこと，

を実感して欲しかった．

言い換えれば，業務担当の立場から改善が必要との

問題意識を有し，サクセスストーリーを描くことので

きる｢プロデューサ｣が必要である．種々の｢つて｣を頼

り，上部を説得しつつ，自らの信念をもって行動する

一人称の姿から，院生は多くのものを学ぶ．

５．おわりに
実システム開発は，社会への責任が大学側に生じる．

システム移管のためには，詳細な設計書，マニュアル

等を整備する必要がある．これは重い課題であるが，

そのことを含めて，｢ほんもの｣作成の喜びを院生の一

人一人が体感してくれればと思う．

今回作成したシステムをさらに発展させる意味から

も，類似の業務に本システムを適用し，新たな院生と

ともに，本カリキュラムの経験を蓄積したい．
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注
（1）情報工学系の大学院でも，大半のプログラムは，アルゴリ

ズム検証やデータ取りのためにだけ作成される．しかし，オ

リジナルなアルゴリズムを実証することは，高い学問的意義

を持つ．実システムとして利用されていなくても，学生には，

感動（自信）とアルゴリズムへの深い理解をもたらす．

（2）例えば，ロイター社は，N e w s M Lと呼ばれるX M L形式で記

事情報を配信する計画であり，わが国の新聞業界も全面的に

これに同調している．
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